
〔石垣大志議員 登壇〕

○４番 石垣大志君 お昼の本日、定例会ラストバッターになります４番議員石垣大志で

ございます。本日、５点ほど質問させていただきます。教育に関してと財源の確保について。

最後に観光振興の資源として活用していただきたいというお願いと、この３点が主に大き

いのかなと思っております。通告書に従いまして、一般質問をさせていただきます。

大きい１番、コミュニティ・スクールについて。（１）以前より各議員からコミュニティ・

スクールについての一般質問があったがその後の取り組みはどうか。（２）コミュニティ・

スクール導入により教職員の負担軽減を図れないか。

大きい２番、小中学校屋外時計について問う。（１）北丘小学校の屋外時計が壊れており

今現在も放置されているが、本町の対応はどうか。

大きい３番、広告活用ネーミングライツ等の財源確保について。（１）ネーミングライツ

や広告活用において、宣伝効果等が重要になると考える。本町の宣伝効果についてスポンサ

ー側にどのようなメリットの提示をするのか伺う。（２）現在の応募数の見込みや問い合わ

せ状況はどうか。

大きい４番、見守りネットワークについて。（１）近年ＱＲコードを活用した認知症高齢

者保護情報共有サービスを導入している自治体が注目されている。現在の見守りネットワ

ークの取り組みに活用できないか。

大きい５番、南風原カーリングストーンズについて。（１）「わたるがぴゅん！」や「黄金

のラフ」などの代表作を描いた県出身なかいま強さんが「ビッグコミック」で新連載をスタ

ートしている。舞台が本町、南風原町であり、作品の中にも本町の景色などが描かれている。

本町の観光振興の資源として作品のＰＲ活動や作者や出版社等との協力体制を築けないか。

以上、答弁よろしくお願いいたします。

○議長 知念富信君 教育長。

○教育長 新垣吉紀君 質問事項１点目、コミュニティ・スクールについての（１）につい

てお答えいたします。令和２年度に調査検討委員会等を設置し、その中で検討してまいりま

す。

（２）です。これまでも地域学校協働活動により、負担軽減がなされていると認識はして

おりますが、コミュニティ・スクール導入後に検討されるものだと考えております。

質問事項２点目、小中学校屋外時計についての（１）でございます。ご質問のとおり、北

丘小学校の屋外時計については故障しておりましたが、２月の上旬に修理を行いました。

○議長 知念富信君 副町長。



○副町長 国吉真章君 質問事項３点目の広告活用ネーミングライツ等の財源確保につい

て。（１）についてお答えします。ネーミングライツスポンサーの募集に当たっては、募集

要項において本町のネーミングライツ希望額や契約期間、スポンサー側のメリット（主な特

典）等の条件を提示し募集することになると考えております。議員ご指摘の一般的にネーミ

ングライツのスポンサー側のメリットとしては、施設利用者への企業の宣伝効果、地域貢献

協力事業者としての企業のイメージアップが挙げられます。本町にネーミングライツに応

募するスポンサーのメリットとしては、黄金森公園陸上競技場においては那覇空港自動車

道路からよく見える位置に施設があるため、宣伝効果が大きいと考えております。また、ネ

ーミングライツスポンサーへの施設内の広告設置権や優先利用などの附帯権利を付与する

など、他市町村の導入事例等を参考に進めてまいります。

（２）についてお答えします。新たな広告活用の取り組みとして、令和２年１月より町民

ホールへ設置している庁舎案内板、住民環境課番号呼び出し機を活用した広告収入があり、

令和２年度以降も継続した収入を見込んでおります。

質問事項４点目、見守りネットワークについてお答えします。本町では、高齢者の情報を

事前登録し、与那原警察署、町社協、自治会、協力機関等と連携して南風原町認知症高齢者

等徘徊ＳＯＳネットワーク事業を実施しています。同事業の充実に向けＱＲコードの活用

についても調査検討をしてまいります。

質問事項５点目の南風原カーリングストーンズについてお答えします。町内のスポーツ

施設を舞台に最近連載された漫画で、今後の状況を見て観光協会と連携して検討してまい

ります。以上です。

○議長 知念富信君 ４番 石垣大志議員。

○４番 石垣大志君 ありがとうございます。それでは順次再質問をさせていただきたい

と思います。まず、コミュニティ・スクールについてでございますが、私の思いといたしま

して、前提として教職員の負担軽減が今本当に求められている課題であるとずっと思って

おりまして、そんな中、昨年ですか、山口県の三井小学校に先輩議員とともに視察に行かせ

ていただきました。印象といたしましては、やはりこのあらゆる学校現場の課題に対して、

このコミュニティ・スクール制度が非常に大きな役割を果たしているなという印象を受け

まして、それと同時に教育現場の難しさといいますか、一つの制度を当てはめたとしてもう

まくいかない事例もあったりとかですね、本当にこの制度で大丈夫なのかというような思

いも同時にですね、南風原町で対応できるのかとか、一筋縄でいかない教育現場の現状とい

いますか、そういった印象を持ちながらコミュニティ・スクール制度の勉強をさせていただ

きました。この調査検討委員会ができるという中で、是非コミュニティ・スクール制度につ

いて議論を深めていただいて、この導入に向けて取り組んでいただけたらと思います。奈津

江議員でしたか、南風原版のコミュニティ・スクール制度をつくっていただきたいという発



言もありましたので、私も同じ思いで南風原町ならではのこのコミュニティ・スクール制度

というものをつくっていただけたらというふうに思います。ちょっと質問をさせていただ

きますが、調査検討委員会の具体的な中身についてお聞かせいただけたらと思います。

○議長 知念富信君 生涯学習文化課長。

○生涯学習文化課長 神里 智君 お答えします。地域学校協働活動推進事業の中で実行

委員会というのがありまして、そこには外部の有識者１名と校長先生６名、あと部長、指導

主事、社会教育指導員 10名がその本部の実行委員になっておりますけれども、その委員の
皆さんにどのような形のほうがいいのかというのをまずは検討して、それからそういった

検討委員会を立ち上げ、そこで揉んでいただいて、検討委員会を立ち上げたいという予定で

現在進めております。

○議長 知念富信君 ４番 石垣大志議員。

○４番 石垣大志君 ありがとうございます。私も個人的な意見といたしましては、慎重に

といいますか、導入に向けて組織化することが本当にいいのか、丁寧な議論をしていただい

て、導入に向けて取り組んでいただけたらと思っております。

次に（２）でございますが、コミュニティ・スクール導入により、この教職員の負担軽減

が図れるかという中で、やはりこの地域学校協働活動、学校応援隊はえばるを今南風原町は

やっているというお話を伺っております。この取り組み、本当に個人的な意見としてはすば

らしいことをずっとやられているなという印象はございます。コミュニティ・スクールを導

入することでもっともっと教員の負担軽減もそうですが、地域との交流もそうですし、最終

的には子供たちにとっていいような形ができればいいのかなというふうに個人的には思っ

ているわけでございまして、やはり初日の一般質問、寛諄さんからも一般質問がありまして、

過労死ラインを超える時間に対して、どう取り組んでいくかという問題に対して、とっても

複雑な労働環境なのかなと私は思っておりまして、個人的に教員の方から状況を聞いたり

とかしておりまして、本当にこの学期末の成績処理、学校行事の対応、日々の子供たちのト

ラブルだったり保護者の対応だったりとか、日に日によって仕事の量といいますか、幅が変

わっていくという現状の中でお仕事をされているという印象を持っております。是非この

コミュニティ・スクール制度を導入する上で教職員の方々の負担の軽減を図っていただき

たいと思っております。一つお伺いしたいのが、2020年からですか、このＧＩＧＡスクー
ル構想とかだったり教科書改訂等、新しい取り組みが始まってくる中で今の学校応援隊は

えばるだけで十分なのかという部分で、教員の負担軽減という部分で、今後の取り組みにつ

いて答弁いただければと思います。

○議長 知念富信君 教育部長。



○教育部長 金城郡浩君 教員の負担軽減という部分では、今現在、コミュニティ・スクー

ルについてはこれからですけれども、応援隊については既にいろんなところでの軽減がな

されていると思います。先日の質問でもありますように、やはり保護者、子供とのかかわり

合いとか部活であるとかということが、まだ取り組みでいろいろ検討していかないといけ

ないところがまだ多うございます。その部分から考えましても、本町としましてもいろんな

形で軽減を図れるような検討を進めていくべきだというふうに考えております。

○議長 知念富信君 ４番 石垣大志議員。

○４番 石垣大志君 ありがとうございます。本当に、教職員の負担軽減に、今の学校応援

隊はえばるプラスこのコミュニティ・スクールの導入で教職員の方々、そして最終的には子

供たちのために教育現場をつくっていただけたらと思っております。この質問は終わりま

す。

２番に移ります。屋外時計ですが、この辺はお礼を言いたいと思います。ありがとうござ

います。本当に私、北丘小学校のサッカー部と一緒にサッカーをする機会がありまして、そ

のときに大志コーチ、時計は直さないの？と聞かれる状況がずっと続いておりまして、直し

ていただけて助かっております。にこにこ坂の時計がちょっと、５分ほどおくれているのか

なと思っておりますが、この辺、今後壊れていった場合、どうするのか一言だけ答弁をいた

だけたらと思います。

○議長 知念富信君 学校教育課長。

○学校教育課長 宮良泰子さん お答えいたします。故障等に関しましては、現場を確認し

ながら随時対応してまいります。

○議長 知念富信君 ４番 石垣大志議員。

○４番 石垣大志君 ありがとうございます。小学生はとても純粋で厳しい意見をぶつけ

てくるので、対応していただけたらと思います。

続いて、広告活用ネーミングライツの財源確保でございますが、これからスポンサーと契

約に向けて取り組んでいくという話でございますが、この広告活用も含めた本町の魅力を

財源につなげられる仕組みができたのかなと思っております。知名度も含めた宣伝効果を、

魅力を高めることと、魅力を広める努力が今後課題として求められてくると思っておりま

すので、努力していただけたらと思っております。お伺いしたいことが、契約金の倍増だっ

たりとか、契約金額の変更でちょっと金額を下げた事例だったりとか、さまざまな事例があ

ると思いますが、契約までの流れを各市町村、ほかの市町村のデータといいますか、分析は



しているかどうかお伺いできたらと思います。

○議長 知念富信君 総務部長。

○総務部長 宮平 暢君 細かい中の、これから精査していきますので、細かい中身の分析

はしておりませんが、おおむね県内の施設、また県外の施設の、大体幾らでネーミングライ

ツの命名権を契約したかという数字は把握しております。

○議長 知念富信君 ４番 石垣大志議員。

○４番 石垣大志君 私もちょっと調べさせていただきましたら、宮古島市は最初に年間

300万円で契約をしておりまして、この契約期間が終わった後に年間 700万円の増額を成
し遂げております。最近では、名護市に関しては年額 1,500万円の命名権料が締結されてお
りますし、本当に努力次第では金額の幅も広がっていくのかなと思っておりますので、この

辺もほかの市町村のやり方等を分析していただいて、的確な料金といいますか、本町の魅力

を存分に引き出して、それが金額になるような形に持っていけたらいいのかなというふう

に思っております。

（２）の広告のほうも同じような内容になっておりますので、この辺もちょっと５番に関

連してきますので、飛ばしていきたいと思います。

次に見守りネットワークについてでございますが、このＱＲコードを活用した認知症高

齢者の保護情報共有サービスを導入している自治体がございまして、今現在の見守りネッ

トワークの状況といいますか、認知症高齢者が保護されるまでの流れといいますか、ちょっ

とお聞かせいただけたらと思います。

○議長 知念富信君 保健福祉課長。

○保健福祉課長 大城美恵子さん この認知症高齢者等徘徊ＳＯＳネットワーク事業に現

在 46人が登録しています。保護されるまでの流れとしましては、まずは家族等が申請で事
前登録をして、登録番号を記入された靴用のステッカー、こういうものですけれども、ステ

ッカー、靴のかかとに張るステッカーを本人の靴に張って、もし本人が行方不明になったと

きは住民の方がそのステッカーを確認して、それを警察、または地域包括支援センターに連

絡をしてご家族のもとにまた連絡を入れるという流れになっております。

○議長 知念富信君 ４番 石垣大志議員。

○４番 石垣大志君 ありがとうございます。ちょっと今、確認できたのはですね、今やら



れていることに非常に近いのかなと思っております。いろいろ調べておりましたら、最近で

はガスメーターを活用して認知症高齢者の見守りネットワークに活用している事例等もあ

りますので、こういったＱＲコード、先進事例等を調べていただいて、私の提案ではなくて、

ほかの事例等も調べていただいて、高齢者認知症の方々の保護につながるような、一番的確

なサービスを活用していただけたらと思います。よろしくお願いいたします。

最後に５番でございますが、南風原カーリングストーンズ、このなかいま強さんの漫画

『わたるがぴゅん！』を見て我々世代は方言を覚えたと言っても過言ではないぐらい、なか

いま先生の作品にとても影響を受けました。この南風原カーリングストーンズ、題名が南風

原ともうたっておりますので、非常に南風原町の知名度にも貢献できるのかなと思ってお

りまして、12月から連載がスタートして、一番最新のビックコミックの作品が、一番最初
の、１ページ目に南風原カーリングストーンズが出ているという状況でございます。南風原

カーリングストーンズだけではなくて、本町は特徴が非常にいっぱいあるのかなと思って

おりまして、勇太議員からも質問がありました飛び安里もそうですし、ウルトラマンの金城

哲夫さんもそうですし、カボチャだったりかすりだったり、あとカボッチャマンも、私世代

としてはとても南風原町に貢献していたのかなと思ったり、はえるんもそうですし、本町出

身のスポーツ選手もそうですし、県内唯一海がないとかだったり、こういった本町の特徴を

現状としては生かし切れていないという思いもありまして、このネーミングライツもそう

ですし、広告活用もそうですし、仕組みはあるわけでございまして、この仕組みは観光振興

と財源確保に結びつくような政策を打っていただけたら、南風原町にとって本当に喜ばし

い状況になるんじゃないかなと私は考えております。この南風原カーリングストーンズに

関したら、知的財産権といいますか、全国的に見たときに大河ドラマを活用した地域創生だ

ったりとか、アニメだと、最近では『君の名は』とか『クレヨンしんちゃん』の春日部市、

『こち亀』の葛飾区、『北の国』からに関しては富良野市とか、この知的財産を活用した観

光振興の財源確保策を行っている自治体等も全国的に見ればありますので、是非この観光

振興と財源確保をつなげられるような政策を打っていただけたらというふうに思っており

ます。是非この協力体制を、カーリングストーンズさん、小学館にとっていただいて、早目

に対応していただけたらと思います。この南風原カーリングストーンズは本町が舞台とな

っております。町長から是非、一言答弁いただけたらと思います。よろしくお願いいたしま

す。

○議長 知念富信君 産業振興課長。

○産業振興課長 金城克彦君 議員のおっしゃるとおり、題名が南風原カーリングストー

ンズということで、また南風原町の某施設が舞台となっていることに対して大変うれしく

思っております。先ほど答弁にもありましたとおり、今後の状況を見てということなんです

が、それは先ほど話がありましたように、著作権とかいろいろそういうことがありますので、



そこら辺の状況を見ながら、そういう協議が整いましたら積極的に観光協会と連携して取

り組んでいきたいと思います。

○議長 知念富信君 町長。

○町長 赤嶺正之君 お答えいたします。私も、石垣大志議員から質問の通告を受けまして、

早速ネットを開けまして、職員に開けてもらったんですけれども、この作品を見ました。本

当にすばらしいといいますか、こういったものがあるのであれば、これは何とか南風原町と

して活用しないといけないなというのが第一印象でございました。主人公が、名前が面白い

ですね。二風谷直歩（にぶたになほ）さんという方が北海道から沖縄に、那覇空港に降り立

ちまして、那覇空港から南風原町のサザンヒルまで行くわけですけれども、そこの描写が非

常にリアルでございまして、南風原町の状況が写真か何かじゃないかなと思うぐらい、非常

にわかりやすく描かれております。同時にサザンヒルのスケートリンクとかアリーナとか、

駐車場までリアルに描かれておりまして、そこの取締役がスケートの客足が減っていて非

常に苦しいというところまで作品の中に出てまいります。そういうことで非常に、今後楽し

みな作品だなというふうに思っております。このなかいま強さんは、議員がおっしゃるよう

に『わたるがぴゅん！』で非常に有名なった作家でございまして、全国的に若い人たちに人

気がある作家でございますので、南風原町といたしましても、全国に本町をピーアールする

一つの手法といいますか、テクニックといいますか、それとして十分活用できるんじゃない

かなと思っております。ただ、ウルトラマンで我々非常に、長い時間をかけましてですね、

特にいろいろ権利関係が大変でございましたので、そのあたり一朝一夕にはできないかと

思いますけれども、先ほど担当課長からありましたように、観光協会とも商工会とも連携を

いたしまして、何とか南風原町のピーアールに役立てるようにできないか。これからまた検

討じゃなくて、できる方向で商工会とも観光協会とも連携をしてまいりたいというふうに

考えております。以上でございます。

○議長 知念富信君 ４番 石垣大志議員。

○４番 石垣大志君 この南風原カーリングストーンズでございますが、舞台がサザンヒ

ルでございまして、私の思いとしましては、やはり南風原町は 2000年のサミットの際にカ
ナダとの友好関係を結んで、姉妹都市ですか、すみません、確認とれていませんが、前町長

も議会の中でおっしゃっていたかと思いますが、一番の思い出はカナダへの訪問だったと

いう話も、私、議会中継を以前見たときにおっしゃっていたのを覚えております。やはりあ

あいった過去の取り組みが、2000年のときに行った取り組みが 2020年になってこうやっ
てあらわれてくるという意味では、やはりどんなことにも意味があるのかなと思っており

ますし、是非とも観光振興の資源として本町の、南風原町を全国的に有名にしていただけた



らと思っております。

最後に、本定例会で退職される方々に、昨年も言ったような気がするんですけれども、本

町のために尽力していただきましてありがとうございます。これからも南風原町のために、

まだまだ貢献できることがあると思いますので、よろしくお願いしまして、私の一般質問と

させていただきます。ありがとうございました。


